
回答数:９６

Ｑ１．他社の人事部門・人材開発部門・ダイバーシティ推進部門の方々との交流機会について

Q1-1）同業他社との交流機会は? Q1-2）グループ企業の中での交流機会は?

定期的な会合がある 10 定期的な会合がある 31
不定期だが会合はある 22 不定期だが会合はある 34
特別な設定がない限り、会合はない 41 特別な設定がない限り、会合はな 23
全く交流機会はない 23 全く交流機会はない 6
わからない 0 自社にグループ企業はない 2

わからない 0

Q1-3）異業種企業との交流機会は? Q1-4）個人的なネットワークは?

定期的な会合がある 7 多くの人脈がある 10
不定期だが会合はある 17 少数だが人脈はある 66
特別な設定がない限り、会合はない 46 人脈はほとんどない 20
全く交流機会はない 26
わからない 0

Ｑ2．現在、定期開催している各種セミナー（＊）で、今後取り上げてほしいテーマは?
   （＊人事戦略フォーラム、人事実践セミナー、ダイバーシティ研究会）

Q2-1）経営戦略と人事に関するテーマ（複数回答）

組織風土改革や企業文化創造と人事 72

SDGｓと人事 44

人的資本経営 42

ビジネスモデル転換と人事 36

グループ経営の推進と人事 34

新規事業開発と人事 22

グローバル化と人事 22

企業再編やM&Aと人事 17

その他 4

【日本CHO協会】 「今後の活動やサービス」に関するアンケート    2022年2月

定期的な会合がある
10%

不定期だが会合はある
23%

特別な設定がない限り、

会合はない
43%

全く交流機会はない
24%

定期的な会合がある
32%

不定期だが会合はある
36%

特別な設定がない限り、

会合はない
24%

全く交流機会はない
6%

自社にグループ企業はない
2%

多くの人脈がある
10%

少数だが人脈はある
69%

人脈はほとんどない
21%

定期的な会合がある
7%

不定期だが会合はある
18%

特別な設定がない限り、

会合はない
48%

全く交流機会はない
27%

72

44

42

36

34

22

22

17

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

組織風土改革や企業文化創造と人事

SDGｓと人事

人的資本経営

ビジネスモデル転換と人事

グループ経営の推進と人事

新規事業開発と人事

グローバル化と人事

企業再編やM&Aと人事

その他

（件）

その他:

・個人と組織と企業のパーパス

・多様性の推進

・高年齢者活用

・全世代へのキャリア支援
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Q2-2）人事施策全般に関するテーマ（複数回答）

会社に対する社員のエンゲージメント（愛着心や信頼関係の向上）59

働き方と雇用形態の多様化 51

これからの人事部門の役割・機能・権限 50

ジョブ型雇用・人事の仕組み 48

人事・評価制度の改革 48

社員のやる気とモチベーション向上 41

70歳雇用義務化への対応 36

人事のデジタルトランスフォーメーションとテクノロジー活用35

人材の流動化・雇用調整 34

健康経営・ウェルビーイング 33

組織開発 32

人材のリテンション（定着・離職防止） 32

HRBPの役割・機能と活用方法 28

外部人材の活用 26

メンタルヘルスケア 26

目標管理（MBO・OKR等） 24

要員・人件費管理 23

ハラスメントの防止 18

同一労働同一賃金 10

福利厚生 10

労使関係のあり方 8

その他 1

Q2-3) 人材開発・人材育成に関するテーマ（複数回答）

自律型組織と自律型人材 69
次世代幹部人材育成・サクセッションプラン 50
ミドルマネジメント層の強化・育成 50
シニア人材のキャリア再開発 49
キャリア支援・キャリア相談 44
タレントマネジメント・人材アセスメント 40
DX人材の育成 37
若手社員の採用・定着・育成 36
イノベーション人材の育成 35
１on１の活用 24
専門人材の育成・評価・キャリア開発 22
企業の壁を超えた越境学習・越境体験 21
グローバル人材の育成 20
教育研修のオンライン/オフラインの使い分け 17
採用活動のオンライン/オフラインの使い分け 10
採用全般 9
その他 1

59

51

50

48

48

41

36

35

34

33

32

32

28

26

26

24

23

18

10

10

8

1

0 10 20 30 40 50 60

会社に対する社員のエンゲージメント（愛着心や信頼関係の向上）

働き方と雇用形態の多様化

これからの人事部門の役割・機能・権限

ジョブ型雇用・人事の仕組み

人事・評価制度の改革

社員のやる気とモチベーション向上

70歳雇用義務化への対応

人事のデジタルトランスフォーメーションとテクノロジー活用

人材の流動化・雇用調整

健康経営・ウェルビーイング

組織開発

人材のリテンション（定着・離職防止）

HRBPの役割・機能と活用方法

外部人材の活用

メンタルヘルスケア

目標管理（MBO・OKR等）

要員・人件費管理

ハラスメントの防止

同一労働同一賃金

福利厚生

労使関係のあり方

その他

（件）

69

50

50

49

44

40

37

36

35

24

22

21

20

17

10

9

1

0 10 20 30 40 50 60 70

自律型組織と自律型人材

次世代幹部人材育成・サクセッションプラン

ミドルマネジメント層の強化・育成

シニア人材のキャリア再開発

キャリア支援・キャリア相談

タレントマネジメント・人材アセスメント

DX人材の育成

若手社員の採用・定着・育成

イノベーション人材の育成

１on１の活用

専門人材の育成・評価・キャリア開発

企業の壁を超えた越境学習・越境体験

グローバル人材の育成

教育研修のオンライン/オフラインの使い分け

採用活動のオンライン/オフラインの使い分け

採用全般

その他

（件）

その他:アルムナイ（シニア層）との業務委託契約;

その他:キャリア自律の一助としての起業支援
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Q2-4）働き方改革に関するテーマ（複数回答）

柔軟で多様な働き方の選択肢拡大 57

複業（副業・兼業） 55

心理的安全性の確保 50

チームワーク・チームビルディング 41

コロナ後における働き方 39

働き方改革の進捗状況の「見える化」 29

効果的なタイムマネジメント手法 28

テレワーク・リモートワーク 25

ワーケーション 16

⾧時間労働の是正 15

コロナ禍における働き方 11

その他 0

Q2-5）ダイバーシティ推進に関するテーマ（複数回答）

シニアの活躍・活用 52

多様性を活かす組織づくり 51

アンコンシャス・バイアス 38

介護と仕事の両立支援 34

女性の活躍・活用 33

ダイバーシティ推進体制や組織への浸透・周知の方法 32

男性の育児・家事参画や育休取得促進 32

障害者の活躍・活用 28

育児と仕事の両立支援や職場復帰支援 27

LGBTQの理解・支援・環境整備 27

ワークライフバランスの実現 26

多様な雇用形態の活用 26

情報の共有化や意思決定プロセスの透明化 25

病気治療と仕事の両立支援 23

個の尊重・活用 21

外国人の活躍・活用 16

妊活・不妊治療と仕事の両立支援 15

その他 0

Ｑ3．どんな方に登壇してほしいか（複数回答）

人事部⾧層 50

経営者層 46

人事の実務責任者・実務担当者 46

学識者（大学教授等） 36

人事コンサルタント 33

ダイバーシティ推進責任者層 30

人材ビジネス業界のトップ層 28

経営コンサルタント 16

人事とは直接関係ない有名人やタレント 11

特に希望はなし 5

その他 1

52

51

38

34

33

32

32

28

27

27

26

26

25

23

21

16

15

0 10 20 30 40 50 60

シニアの活躍・活用

多様性を活かす組織づくり

アンコンシャス・バイアス

介護と仕事の両立支援

女性の活躍・活用

ダイバーシティ推進体制や組織への浸透・周知の方法

男性の育児・家事参画や育休取得促進

障害者の活躍・活用

育児と仕事の両立支援や職場復帰支援

LGBTQの理解・支援・環境整備

ワークライフバランスの実現

多様な雇用形態の活用

情報の共有化や意思決定プロセスの透明化

病気治療と仕事の両立支援

個の尊重・活用

外国人の活躍・活用

妊活・不妊治療と仕事の両立支援

（件）

50

46

46

36

33

30

28

16

11

5

1

0 10 20 30 40 50 60

人事部⾧層

経営者層

人事の実務責任者・実務担当者

学識者（大学教授等）

人事コンサルタント

ダイバーシティ推進責任者層

人材ビジネス業界のトップ層

経営コンサルタント

人事とは直接関係ない有名人やタレント

特に希望はなし

その他

（件）

その他:泉谷直木氏（アサヒグループHD特別顧問）の

お話しをお聞きしたい。

57

55

50

41

39

29

28

25

16

15

11

0 10 20 30 40 50 60

柔軟で多様な働き方の選択肢拡大

複業（副業・兼業）

心理的安全性の確保

チームワーク・チームビルディング

コロナ後における働き方

働き方改革の進捗状況の「見える化」

効果的なタイムマネジメント手法

テレワーク・リモートワーク

ワーケーション

⾧時間労働の是正

コロナ禍における働き方

（件）
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Ｑ4．どんなスタイルのセミナーを希望するか（複数回答）

講演会 78

パネルディスカッションやトークセッション 60

参加者同志の事例交換・情報交換会 43

ワークショップ等、参加型の勉強会 37

体験型セミナー 12

特に希望はなし 2

その他 0

Ｑ5．日本CHO協会では、「CHOネットワーキングサービス」という会員発のテーマに関する
   少人数での情報交換会を開催しています。他社の方々との交流機会について伺います。
Q５-1）どんな交流機会が良いか（複数回答）

同じような課題を持つ企業との交流 64

業種・業界・企業規模と関係なく、様々な企業との交流 55

自社と同規模の企業との交流 33

なるべく近い業界との交流 20

同業他社との交流 18

特に他社との交流は必要ない 3

Q５-2）以下のテーマに関する少人数での情報交換や交流があったら、参加してみたいか（複数回答）

エンゲージメントの向上 42

キャリア自立・キャリア支援 37

人事制度の改革 36

シニア人材の活躍やキャリア再開発 36

多様性を活かす組織づくり 35

管理者層の意識改革 32

社員のやる気とモチベーション向上 32

組織・風土の改革 31

次世代リーダーの育成 31

女性管理職や候補者の育成 31

若手社員のリテンション（定着） 26

アンコンシャスバイアスの除去や心理的安全性の確保 25

人事のデジタルトランスフォーメーションとテクノロジー活用21
人的資本経営 21
タレントマネジメント 18

障害者の雇用・定着・育成 18

LGBTQの理解・支援・環境整備 16

健康経営（健康増進・健康管理） 14

コロナ禍およびコロナ後の働き方改革 12

採用に関する課題解決 12

育児・介護・病気治療等との両立支援 11

グローバル人材の育成 8

コンプライアンスの強化 7

その他 3

42

37

36

36

35

32

32

31

31

31

26

25

21

21

18

18

16

14

12

12

11

8

7

3

0 10 20 30 40 50

エンゲージメントの向上

キャリア自立・キャリア支援

人事制度の改革

シニア人材の活躍やキャリア再開発

多様性を活かす組織づくり

管理者層の意識改革

社員のやる気とモチベーション向上

組織・風土の改革

次世代リーダーの育成

女性管理職や候補者の育成

若手社員のリテンション（定着）

アンコンシャスバイアスの除去や心理的安全性の確保

人事のデジタルトランスフォーメーションとテクノロジー活用

人的資本経営

タレントマネジメント

障害者の雇用・定着・育成

LGBTQの理解・支援・環境整備

健康経営（健康増進・健康管理）

コロナ禍およびコロナ後の働き方改革

採用に関する課題解決

育児・介護・病気治療等との両立支援

グローバル人材の育成

コンプライアンスの強化

その他

（件）

64

55

33

20

18

3

0 10 20 30 40 50 60 70

同じような課題を持つ企業との交流

業種・業界・企業規模と関係なく、様々な企業との交流

自社と同規模の企業との交流

なるべく近い業界との交流

同業他社との交流

特に他社との交流は必要ない

（件）

78

60

43

37

12

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

講演会

パネルディスカッションやトークセッション

参加者同志の事例交換・情報交換会

ワークショップ等、参加型の勉強会

体験型セミナー

特に希望はなし

（件）

その他:

・アルムナイとの関係性
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Ｑ６．対面型セミナーとオンラインセミナーについて
Q６-１）オンラインセミナー（当協会以外も含む）への Q６-2）対面型とオンラインではどちらの方が参加しやすいか。
    参加頻度は?

週2回以上 11 オンライン 48

週1回程度 11 どちらかと言えば、オンライン 30

月1～２回程度 51 どちらかと言えば、対面型 2

2～３ヵ月に1回程度 14 対面型 6

半年に1回程度 4 どちらも同じ 10

年に1回程度 3 わからない 0

参加したことがない 2

Q６-３）対面型とオンラインではどちらの方が Q６-４）コロナ収束後は、
    学びの効果が得やすいと感じるか。     対面型とオンラインのどちらの開催を希望するか。

オンライン 7

どちらかと言えば、オンライン 7 オンライン 30

どちらかと言えば、対面型 18 対面型 18

対面型 22 オンラインと対面型での同時開催 34

どちらも同じ 41 どちらでも良い 13

わからない 1 その他 1

Q6-5）その他、対面型セミナーとオンラインセミナーに関するご意見・ご要望

週2回以上
12%

週1回程度
11%

月1～２回程度
53%

2～３ヵ月に1回程度
15%

半年に1回程度 4%

年に1回程度 3%

参加したことがない 2%

オンライン
50%どちらかと言えば、

オンライン
31%

どちらかと言えば、

対面型
2%

対面型
6%

どちらも同じ
11%

オンライン
7%

どちらかと言えば、

オンライン
7%

どちらかと言えば、

対面型
19%

対面型
23%

どちらも同じ
43%

わからない 1%

オンライン
31%

対面型
19%

オンラインと対面型での

同時開催
35%

どちらでも良い
14%

その他
1%

・ワークショップは対面型が効果が高い。

・場合によっては対面セミナーにも参加したい。

・目的に応じて又は個人によって対面型とオンライン型の有効性が異なると思います。

聞いているだけなら、ながらもできるオンラインでいいですし、内容の濃い双方向型であれば、対面でしょうし、そしてそこへ

の関心の強さの違いもあるでしょうし。同時に対面とオンラインをすると、利用者側が選ぶことができていいかと考えます。

・対面型のほうが効果は大きいが時間制約や安全性の面からオンラインの方が参加ハードルが低い。対面のような人脈作りがしに

くい点がデメリット。対面にはよほどの付加価値や必要性がないと参加ハードルが上がった。

・移動時間が不要なため、オンラインセミナーは大変有難く感じています。

・人事という仕事柄、突発的な事案で予定していたセミナー参加が困難になることがよくある。オンラインで、実施後2週間アー

カイブ配信してくれると、⾧時間のセミナーでも、落ち着いたときに受講できるので、とてもとても助かります。コロナ後もオン

ラインを継続して戴きたいです。

その他:

・他社交流がある場合は対面型の方が人脈形成となりうる。

無い場合はオンラインが参加しやすい
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Ｑ７．日本CHO協会のオンラインセミナーについて
Q7-1）どのような参加スタイルが希望か?(複数回答）

他の参加者との意見交換や情報交換が出来る 37
登壇者との意見交換や質疑応答が出来る 36
講義が聴ければ、特にツーウェイの場は望まない 31
特にこだわらない 21

Q7-2）イベントで自身の画像・音声が Q7-3）参加しやすい開催時間の上限は?
       共有されることについては?

特に気にしない 35 30分程度 0
むしろ望ましい 3 60分程度 36
出来れば避けたい 19 90分程度 39
時と場合による 38 2時間程度 16
画像・音声が必須なら参加しない 1 3時間程度 2

特に関係ない 2
その他 1

Q7-4）参加しやすい開催時間帯は?

午前中 (例10:00～12:00) 8
午後一番 (例13:00～15:00) 18
夕刻 (例15:00～17:00) 29
夜間 (例18:00～20:00) 13
特に関係ない 28
その他 0

Ｑ8．当協会主催のオンラインイベントで困ることはなにか（複数選択）

特になし 55

開始時に資料が手元になく不便に感じる 23

参加者同志の事後の交流（人脈形成）が難しい 17

申し込んだことを失念しやすい 13

急用で参加できなくなることが多い 13

参加者同志の意見交換・情報交換が難しい 11

音声・画像等の通信トラブルが多く、ストレスを感じる 3

講師との質疑応答・意見交換が難しい 3

開催時間が⾧く、集中力が持たない 2

盛り上りがなく、単調に感じる 2

参加方法がわかりにくい 1

その他 3

0 10 20 30 40 50 60

特になし

開始時に資料が手元になく不便に感じる

参加者同志の事後の交流（人脈形成）が難しい

申し込んだことを失念しやすい

急用で参加できなくなることが多い

参加者同志の意見交換・情報交換が難しい

音声・画像等の通信トラブルが多く、ストレスを感じる

講師との質疑応答・意見交換が難しい

開催時間が⾧く、集中力が持たない

盛り上りがなく、単調に感じる

参加方法がわかりにくい

その他

（件）

その他:

・テーマに進化が無い。最先端の情報は得にくい。

・登壇者数と時間のアンバランスを感じ、勿体ない。

・資料を直前配信か、ダウンロードできると手元にあるので、

少し前の部分を見返したりできるのが良い。

60分程度
37%

90分程度
41%

2時間程度
17%

3時間程度
2%

特に関係ない
2%

その他
1%

午前中 (例10:00～12:00)

8%

午後一番 (例13:00～15:00)

19%

夕刻 (例15:00～17:00)

30%夜間 (例18:00～20:00)

14%

特に関係ない
29%

37

36

31

21

0 5 10 15 20 25 30 35 40

他の参加者との意見交換や情報交換が出来る

登壇者との意見交換や質疑応答が出来る

講義が聴ければ、特にツーウェイの場は望まない

特にこだわらない

（件）

特に気にしない
36%

むしろ望ましい
3%

出来れば

避けたい
20%

時と場合による
40%

画像・音声が必須なら

参加しない
1%

その他:

・アーカイブ配信希望
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Ｑ９．その他、当協会の活動や運営に関するご意見・ご要望

・いつも有益なセミナーを開催していただき、ありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

・とても価値あるセミナーや講演会を多数提供していただき、いつも感謝しております。今後もご指導ご支援をお願い申し上

げます。

・タイムリーに課題となるテーマを上げて頂いており、学びや施策検討に役立っています。

・いつも有益な情報を提供いただき、ありがとうございます。大変参考になります。

・引き続き学ぶ機会を提供いただけるとありがたいです。

・昨年、かなりの回数参加させて頂きました。大変勉強になり業務にも活かせていると感じております。引き続き機会があれ

ば参加させて頂きたいと考えています。

・引き続き機会の設定＆ご指導をお願いします。

・質の高い貴重な情報収集の場として活用させていただいており、大変感謝しております。

・引き続き、活動継続とご案内を頂きたくよろしくお願い致します。

・いろいろなテーマを配信して戴けて、とても勉強になっています。事務局大変だと思いますが、頼りにしていますので、今

後ともよろしくお願いいたします。

・いつもお世話になっております。CHOネットワーキングサービスについては、同様の課題をお持ちの企業様と情報交換でき

る貴重な機会だと考えております。しかしながら、単発での開催のため、その後の交流等が難しいと感じます。同一テーマで

せめて半年間など、交流を継続できる形式にしていただけますと有り難く存じます。

・ある程度深い人間関係構築にはやはり直接会ってみないと、と感じますので、そういう機会創出を切に願うところです。

・会員企業の実務家が登壇してもよろしいのではないでしょうか。

・第一線の担当者の生の声を聴きたいです。
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